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創造表現コース13期生

創造表現コース14期生

　幼い頃から絵を描くことが好きで、高校は美術
のコースがある学校に進学したい思い、基町高等
学校に入学しました。創造表現コースは大好きな
美術に没頭できる環境も整っており、毎日美術と
向き合う日々を送っていました。様々な感性を持
つ友人たちや先生方からたくさんの刺激を受け、
充実した高校 ３年間を過ごすことができました。
高校在学中に東京ディズニーリゾートのメンテナ
ンスを行なっている会社を知り、テーマパークな
らではのファンタジーな世界観を手がけたいと思

い、入社を志しました。進学先を考える中でも夢
を応援してくださった先生方に相談し、大学も選
択しました。大学ではより専門的な知識、スキル
を学び、希望していた会社に入社することができ
ました。憧れていた場所でペイントを行い、お客
様が楽しんでいる姿をみるとやりがいを感じま
す。何より筆を持って仕事ができることはとても
幸せなことです。高校で学んだ描くことの楽しさ
を忘れず、楽しみながら今度は夢が叶う場所を
守っていきたいと思います。

　私は、広島市立大学芸術学部美術学科油絵専攻
で ４年間学び、同大学院に進学しました。大学院
進学のきっかけは、自分の作品をより深めていき
たいという思いがあったとともに、もっと傍で学
びたいと思える先生に大学で出会えたことでし
た。大学院では、多くの自由な制作時間が確保で
きるとともに、専門的な美術史や絵画技法などを
学ぶことができます。
　大学では、専門的な知識や技法を多く学びます
が、やっぱり制作のモチベーションや軸になって

くれるのは「楽しい」という気持ちです。それは、
ずっと変わらないものだと思います。
　大学は、「自分から学ぶ場」であり、「自分から
発信する場」でもあります。制作場所や制作時間
が十分に与えられ、学内のアートプロジェクト等
に参加すると先輩・後輩との繋がりも増えていき
ます。いろいろと参加してみたり、自ら企画を立
ててみたり、試行錯誤しながら、失敗もしなが
ら、そのなかで少しずつ成長させてくれる場所だ
と思っています。

髙山　愛季

土井　紀子

高校からの夢を現実へ

大学で「美術」を学ぶということ

［2013年度卒業／65回生］

［2014年度卒業／66回生］

株式会社Mテック（勤務）

広島市立大学大学院在籍

美術系技術者（ペインター）
1995年　�広島県出身
2018年　�奈良芸術短期大学専攻科洋画

コース卒業
現　在　�株式会社Mテックに入社。東京

ディズニーリゾート内の建屋や
アトラクション内のペイントの
メンテナンスを行なっている。

1997年　山口県に生まれる
2019年　�広島市立大学芸術学部美術学科

油絵専攻 卒業
現　在　�広島市立大学芸術学研究科造形

芸術専攻絵画研究分野 在学中
　　　　TAMENTAI GALLERY 所属
　　　　ひろしま美術研究所 受験科講師

マーブル（大理石の模様）の練習の様子。

体全体を使って制作をすることが多いです。 大学の卒業制作として提出した作品です。


